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きじまるくん

皆んなで食べるカレーはおいしいねノ

　8月7日、8日の2日間青少年相談員協議会主催の南・北小6年生を対象に
キャンプが行われました。相談員のお兄さんやお姉さんに教えてもらいながら

作った夕食のカレーライスをおいしく食べました。その後、キャンプファイヤ
ー
。
参 加した41名の児童には楽しい夏の思い出になったことでしょう。
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九
月
十
五
日
は
敬
老
の
日
。
ま
た
、
こ
の
日
か
ら
一
週
間
が
、
老
人
福
祉
週

間
で
す
。

　
い
ま
や
平
均
寿
命
八
十
歳
を
超
え
る
と
い
う
世
界
の
最
長
寿
国
と
な
っ
た
日

本
。
三
十
年
後
に
は
、
国
民
の
四
人
に
一
人
が
六
十
五
歳
以
上
の
超
高
齢
社
会

が
到
来
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
時
代
の
中
で
、
お
年
寄
り
が
生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り
が
望
ま
れ
る
と
と
も
に
、
お
年
寄
り
自
身
の
果
た
す
役
割
り
も
ま
す

ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
町
に
は
八
十
八
歳
以
上
の
人
が
三
十
九
人
。

　
今
回
は
、
江
南
町
最
長
寿
者
（
二
年
連
続
）
の
新
井
さ
ん
に
ご
登
場
い
た
だ

き
ま
し
た
。
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町
内
で
米
寿
（
八
十
八
歳
）
以
上
を

迎
え
た
人
は
、
別
表
の
三
十
九
人
の
皆

さ
ん
で
す
。

　
こ
の
中
で
男
女
別
の
内
訳
を
み
て
み

ま
す
と
、
男
性
十
人
に
対
し
女
性
二
十

九
人
と
女
性
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い

65歳以上の年齢・男女別人口
　　　　　　　　（男性）　　　　　　（8月1日現在）
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ま
す
。
ま
た
総
人
口
に
占
め
る
六
十
五

　
歳
以
上
の
割
合
は
、
十
二
・
五
％
（
昨

　
年
は
十
二
・
一
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ

　
し
て
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
…
…
。
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長
寿
社
会
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

た
だ
長
生
き
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
元
気
で
長
生
き
し
て
こ
そ

意
味
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で

は
、
ね
た
き
り
の
原
因
と
な
る
骨
粗
し

ょ
う
症
に
つ
い
て
と
り
あ
げ
て
み
ま
し

た
。

骨
粗
し
ょ
う
症
と
は
、
骨
が
も
ろ

く
な
り
、
骨
折
し
や
す
く
な
っ
て
い
る

状
態
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
こ
の
病
気

に
な
る
と
い
ろ
い
ろ
な
症
状
が
で
ま
す

が
一
番
困
る
の
は
、
転
ん
で
手
を
つ
い

た
時
手
く
び
を
骨
折
し
た
り
、
足
を
ひ

ね
っ
て
そ
の
ま
ま
寝
た
き
り
に
な
っ
て

し
ま
う
場
合
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

こ
う
な
っ
て
し
ま
う
と
、
高
齢
者
の

日
常
生
活
の
活
動
範
囲
を
狭
め
る
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

骨
粗
し
ょ
う
症
を

　
予
防
す
る
に
は

一
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く
と
り
ま
し
ょ

　
、
つ
o

●

二
、
毎
日
運
動
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
運
動
を
し
て
い
る
と
骨
が
し
つ

　
か
り
し
て
硬
く
な
り
丈
夫
に
な

　
り
ま
す
。

三
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
飲
み
過
ぎ
や
喫
煙

　
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

一ウムの多いたべもの

　　　　　　　　　　　　　　塩えんどう
1・ぷの葉煮もの　　　　　　　　　　大サジ山1

鉢145mg　　　　　　　300mg

　　　　　　　　　　噸

　　　　　　　あみ佃煮

懲聰鞍鰭

　　　220mg　　厚2切れ160mg

　　　カルシ

　　　　　　　カ
　　　　　　　Ii

小松菜煮もの

　1鉢190mg

桜えび大サジ3

　　　200mg

いわし丸干し3尾

1　　　　350mg

ヨーグノレト1009

　　　110mg

寸｛寿長
（8月19日現在：敬称略）

No 氏　　　名 性別 年令
生年月日
（明治） 住　　　所

1 新　秀つ　や’ 女 97一 28．10．2プ 、上新田98

2 滝一田　懸　よ 〃 95 3蚕。6、15 樋春339

3 持　田　毛　ふ 〃 94 31．12．5・押切145－1

4 柴　田　賢次郎 男 94 32．1．3 三本948

5 奥　野楽　重 〃 93 33．1．王0 三本522纏

6 近藤　茜　ん 女 93 33。2．2 御正新田347

7 小松原　千　代 〃 93 33．7．3 樋春1197

8 湯　本　さ　だ 〃 92 33．12．6 干代59

9 志　田　さ　だ 〃 92 33．12．2Q 板井413

10 反　町　か　う 〃 92 34．3．3 上新田231

11 永　田　撮長 男 92 34．3．11 押切134

12 笠　原　を　み 女 92 34．6．7 押切801

13 柴　田　ち　か 〃 92 34．8．2 押切724

14 久保田　て　砿 〃 92 34．8．11 板井894←1

15 田　辺　恒　隆 男 92 34．8．23 小江川1396

16 鶴　岡　ケ　イ 女 91 35．6．26 野原461－3

17 井　上　小　藤 〃
一
9 1 35．8．3 小江川1544

18 坂　田　佐喜 男 90 35．10．4 押切113

19 宇治川　ゆ　う 女 90 36．2．15 板井591
為

20 武　政　ウ　メ 〃 90 36．4．13 御正新田339

21 井　上　つ　る 〃 90 36，8．18 小江川727

22 岡　部　ふ　よ 〃 89 37．1．1 小江川849

23 新　井　の　ぶ 〃 89 37．2．26 御正新田345

24 岡　田　カ　ク 〃 89 37．4．18 野原430

25 小井土　　　恒 〃 89 37．6．5 野原461－3

26 上　田　まっゐ 〃 89 37。6．25 小江川1396

27 柴　田　き　く 〃 88 37．王0．20 上新田9餅1

28 前　田　二三造 男 88 37．10．27 中央二丁目2－13

29 小　林　つ　や 女 88 37．11．1一 野原461－3

30 吉　田　く　に 〃 88 37．11．8 成沢471一一1

31 秋　場　晃　全 男 88 37．12．13 千代425－1

32 丸　上　イセコ 女 88 38。1．21 野原461－3

33 柴　　　な　か 〃 88 38．1．25 柴146

34 堀　　サ　ダ 〃 88 38．5，30’ 小江川1585

35 廣　岡　静　江 〃 88 38．6．6 小江川2128－4．

36 中　霧　儀　市 男 88 38．6．13 塩432

37 新　井　久　に 女 88 38．6．15 上新田219－1

38 藤野金十郎 男 88 38．7．5 三本745

39 好　田　忠次郎 〃 88 38．7．10 成沢342

（3）
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～おとしよりの住みよいまちに～

㎜
短
期
保
蕊

　
六
十
五
歳
以
上
で
常
時
介
護
が
必
要

な
お
年
寄
り
の
い
る
家
庭
で
、
一
時
的

に
面
倒
が
み
ら
れ
な
く
な
る
よ
う
な
時

（
介
護
者
の
冠
婚
葬
祭
・
病
気
な
ど
）

に
、
お
お
む
ね
一
週
間
以
内
お
年
寄
り

を
お
預
り
し
ま
す
。

　
費
用
は
一
日
千
百
円
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
急
病
、

事
故
な
ど
の
た
め
救
助
を
必
要
と
す
る

時
に
緊
急
通
報
電
話
・
携
帯
無
線
発
信

　
　
　
　
爵
　
　
　
　
凝

　
　
　
　
、
．
劔
「
r

∞∞
緊
急
奪
ス
テ
論

ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
な
ど
が
、

機
を
置
き
ま
す
。
万
一
事
故
な
ど
が
あ

れ
ば
、
救
急
出
動
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
熊
谷
地
区
消
防
組
合
に
直
結
さ
れ
て

い
ま
す
。老

齢
年
金

敬
老
記
念
品

　
お
年
寄
り
に
対
し
、
敬
老
と
長
寿
を

祝
福
す
る
た
め
に
祝
金
が
贈
ら
れ
ま
す
。

対
象
は
、
九
月
一
日
現
在
で
町
に
六
ヶ

月
以
上
住
ん
で
い
て
、
満
七
十
歳
以
上

の
人
で
す
。

　
支
給
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

～
噸
　
　
’
｝
、
㌧
凸
、
蟹

．
．
懸

●

、
闇
輪

訂轡
越　滋

、訟』
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F
軋

〇
七
十
歳
～
七
十
九
歳
　
四
千
円

O
八
十
歳
～
八
十
四
歳
　
五
千
円

O
八
十
五
歳
以
上
　
　
　
六
千
円

ま
た
、
敬
老
記
念
品
も
贈
ら
れ
ま
す
．

老
人
ク
ラ
ブ

へ
の
助
成

　
町
内
に
十
八
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
に
補

助
金
を
交
付
し
、
活
動
の
手
助
け
を
し

て
い
ま
す
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
六
十
歳
以
上
の
人

で
構
成
さ
れ
、
老
後
の
生
活
を
豊
か
な

も
の
に
す
る
た
め
、
健
康
増
進
・
教
養

の
向
上
・
地
域
社
会
と
の
交
流
な
ど
の

各
分
野
に
わ
た
り
活
動
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

の
派
遣

　
高
齢
や
病
弱
な
ど
の
た
め
、
自
分
の

身
の
回
り
の
用
事
が
困
難
な
ひ
と
り
暮

ら
し
の
お
年
寄
り
に
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
が
訪
問
し
て
お
世
話
し
ま
す
。

∞∞
入
浴
サ
ー
ビ
ス
㎜

　
ね
た
き
り
に
な
り
ま
す
と
自
宅
で
の

入
浴
は
大
変
で
す
。
そ
こ
で
こ
の
よ
う

な
場
合
は
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
移
動
入
浴
車
が
月
に
一
度
自

宅
を
訪
問
し
、
入
浴
の
お
世
話
を
い
た

●

し
ま
す
。
費
用
は
無
料
で
す
。
た
だ
し
、
ω

申
請
に
必
要
な
医
師
の
意
見
書
代
は
実

費
負
担
と
な
り
ま
す
。

特
殊
ベ
ッ
ド
の

貸
し
出
し

　
ね
た
き
り
の
お
年
寄
り
な
ど
の
い
ら

っ
し
ゃ
る
家
庭
に
、
特
殊
ベ
ッ
ド
を
お

貸
し
し
ま
す
。
ね
た
き
り
の
人
が
食
事

を
取
る
時
な
ど
に
便
利
で
す
。
料
金
は

無
料
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
病
気
な
ど

で
六
ケ
月
以
上
ね
た
き
り
に
な
っ
て
い

る
人
に
月
額
五
千
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

∞　
ね
た
き
り
老
人
手
当
㎜

六
十
五
歳
以
上
の
人
で
、

詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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第
四
目
目
　
パ
リ
市
内
視
察

　
朝
五
時
起
床
。
部
屋
の
空
気
が
肌
寒

く
感
じ
窓
か
ら
外
を
見
て
い
る
と
、
ま

だ
薄
暗
く
う
っ
す
ら
と
雪
化
粧
。
水
銀

灯
に
照
ら
さ
れ
た
雪
の
結
晶
が
キ
ラ
キ

ラ
光
り
輝
き
、
と
て
も
美
し
い
。

　
昨
夜
の
少
々
の
雪
で
両
サ
イ
ド
に
樹

氷
の
続
く
道
路
、
水
墨
画
の
世
界
の
よ

う
な
風
景
の
中
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
を
後
に
一

路
空
港
へ
。

　
出
国
手
続
き
を
済
ま
せ
、
九
時
五
十

五
分
発
工
ー
ル
フ
ラ
ン
ス
五
〇
一
便
で

空
路
パ
リ
ヘ
。
機
内
の
窓
か
ら
外
を
見

る
と
、
久
し
振
り
の
日
の
光
（
太
陽
）

を
見
る
こ
と
が
出
来
た
。

　
　
　
じ
ゆ
う
た
ん

　
雲
の
絨
椴
の
上
を
滑
る
様
に
泳
い
で

い
る
わ
た
し
た
ち
の
飛
行
機
。
真
っ
青

な
空
、
明
る
い
陽
光
に
酔
っ
て
い
る
う

ち
に
、
十
一
時
二
十
五
分
パ
リ
の
シ
ャ

ル
ル
・
ド
ゴ
ー
ル
空
港
に
到
着
。
そ
の

後
、
パ
リ
市
内
を
視
察
す
る
。

　
日
本
語
を
流
ち
ょ
う
に
話
す
フ
ラ
ン

ス
人
の
ガ
イ
ド
さ
ん
に
、
パ
リ
は
と
て

も
治
安
が
悪
く
、
ス
リ
や
置
き
引
き
が

大
変
多
い
の
で
気
を
つ
け
る
よ
う
注
意

さ
れ
た
。
窃
盗
グ
ル
ー
プ
が
街
の
あ
ち

こ
ち
に
居
て
、
日
本
人
観
光
客
を
狙
っ

て
い
る
と
言
わ
れ
不
安
に
な
り
、
わ
た

し
た
ち
女
性
は
オ
ー
バ
ー
コ
ー
ト
の
下

に
ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
を
さ
げ
、
警
戒
し
な

が
ら
の
市
内
視
察
と
な
っ
た
。

凱
慮
際
は
、
シ
ャ
ル
ル
・
ド
ゴ
ー
ル

広
場
に
建
設
さ
れ
た
高
さ
五
〇
メ
ー
ト

ル
、
幅
四
五
メ
ー
ト
ル
の
建
物
で
、
ナ

ポ
レ
オ
ン
一
世
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
広
場
か
ら
、
美
し

い
道
路
が
放
射
状
に
広
が
り
、
そ
の
う

ち
で
最
も
有
名
な
の
が
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ

通
り
で
あ
る
。

　
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
通
り
は
、
凱
旋
門
か

ら
コ
ン
コ
ル
ド
広
場
に
至
る
全
長
ニ
キ

ロ
、
幅
が
一
二
四
メ
ー
ト
ル
の
大
通
り

で
あ
る
。
そ
の
名
に
ひ
か
れ
て
集
ま
る

観
光
客
、
両
側
に
並
ぶ
高
級
ブ
テ
ィ
ッ

ク
に
は
、
世
界
一
高
価
で
高
級
な
品
物

が
置
か
れ
圧
倒
さ
れ
る
思
い
で
あ
っ
た
。

　
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
は
三
〇
七
メ
ー
ト
ル

の
高
さ
で
、
パ
リ
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。

展
望
台
が
三
カ
所
あ
り
、
一
番
上
の
も

の
は
地
上
か
ら
二
七
四
メ
ー
ト
ル
の
所

に
あ
る
。
天
気
の
良
い
日
に
は
こ
こ
か

ら
半
径
七
〇
キ
ロ
に
及
ぶ
パ
リ
近
郊
が

見
渡
せ
る
と
の
こ
と
。

　
こ
の
塔
は
、
一
〇
四
年
前
に
パ
リ
で

万
国
博
覧
会
が
開
か
れ
た
と
き
に
作
ら

れ
た
そ
う
で
す
。

　
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
寺
院
は
、
パ
リ
の
中

柴
サ
ツ
エ

馬
場
光
代

心
の
シ
テ
島
に
建
立
さ
れ
て
お
り
、
塔

の
高
さ
は
六
九
メ
ー
ト
ル
中
世
ゴ
シ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
ち
ょ
ろ
　
そ

ク
建
築
で
正
面
の
彫
塑
と
バ
ラ
窓
の
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
は
、
と
て
も
美
し
い
。
「
ノ

ー
ト
ル
ダ
ム
の
せ
む
し
男
」
で
有
名
な

寺
院
で
あ
る
。
こ
の
大
聖
堂
は
、
一
一

六
三
年
よ
り
二
五
〇
年
の
歳
月
を
費
や

し
て
完
成
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

　
コ
ン
コ
ル
ド
広
場
は
フ
ラ
ン
ス
革
命

二
七
九
三
年
）
の
時
、
ル
イ
十
六
世
、

マ
リ
ー
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
ら
一
四
三
名

が
断
頭
さ
れ
た
場
所
。
エ
ジ
プ
ト
か
ら

贈
ら
れ
た
オ
ペ
リ
ス
タ
が
中
央
に
立
ち
、

ロ
ー
マ
様
式
の
噴
水
も
あ
り
世
界
一
美

し
い
広
場
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
パ
リ
は
、
中
央
を
東
か
ら
西
に
大
き

く
へ
の
字
形
に
流
れ
る
セ
ー
ヌ
川
に
よ

っ
て
右
岸
、
左
岸
に
分
か
れ
て
い
る
。

そ
の
河
岸
の
移
り
変
わ
る
夜
景
を
見
る

た
め
、
バ
ト
ー
ム
ー
シ
ュ
（
遊
覧
船
で

の
デ
ィ
ナ
i
）
に
乗
船
し
た
。

　
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
寺
院
、
ル
ー
ブ
ル
美

術
館
、
サ
ン
ト
シ
ャ
ペ
ル
、
エ
ッ
フ
ェ

ル
塔
、
自
由
の
女
神
、
両
岸
の
新
芽
を

芽
吹
い
た
樹
木
が
船
の
両
脇
か
ら
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
照
ら
し
だ
さ
れ
た
街

並
み
の
美
し
さ
は
筆
舌
に
尽
く
し
が
た

い
。
周
囲
の
美
し
さ
に
加
え
、
船
内
で

は
ピ
ア
ノ
と
バ
イ
オ
リ
ン
の
奏
で
る
シ

ャ
ン
ソ
ン
の
調
べ
に
乗
船
客
は
、
う
っ

と
り
と
聞
き
惚
れ
国
際
観
光
都
市
パ
リ

の
演
出
は
、
心
憎
い
ま
で
に
完
壁
で
あ

っ
た
。

　
パ
リ
の
印
象
は
「
花
の
都
パ
リ
」
、

「
世
界
の
モ
ー
ド
を
創
る
パ
リ
」
な
ど

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
か
ら
華
や
か
な

も
の
を
想
像
し
て
い
た
が
、
パ
リ
ジ
ェ

ン
ヌ
の
服
装
は
そ
の
割
に
流
行
に
左
右

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
た
。
そ
れ

に
比
べ
日
本
人
観
光
客
が
高
級
ブ
テ
ィ

ッ
ク
な
ど
に
多
く
見
ら
れ
、
何
か
彼
等

の
商
業
ぺ
ー
ス
に
乗
せ
ら
れ
て
い
る
様

な
感
じ
を
受
け
た
。
一
方
、
冬
枯
れ
の

パ
リ
は
灰
色
一
色
で
「
パ
リ
は
灰
色
の

装
飾
画
だ
」
と
言
っ
た
人
が
い
る
が
、

　
　
た
た
ず

街
の
惇
ま
い
の
美
し
さ
は
五
～
六
階
に

高
さ
を
揃
え
た
建
物
が
隙
間
無
く
並
ん

で
い
る
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
れ
ら
の
建
物
は
ア
パ
ー
ト
が
多
く
、

戸
建
て
住
宅
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

従
っ
て
庭
や
緑
地
が
少
な
い
が
、
都
市

地
域
に
大
規
模
な
公
園
が
整
備
さ
れ
て

お
り
、
緑
地
空
間
と
し
て
こ
の
公
園
の

果
た
す
役
割
は
大
き
い
と
思
う
。

　
総
体
的
に
見
て
み
る
と
、
世
界
中
か

ら
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
た
め
か
、

治
安
と
環
境
・
衛
生
面
で
は
日
本
の
都

市
の
方
が
優
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
。

　
ド
イ
ツ
で
も
パ
リ
で
も
感
じ
た
こ
と

は
、
自
動
販
売
機
、
広
告
、
看
板
な
ど

が
な
く
市
内
に
は
空
き
缶
も
落
ち
て
い

な
か
っ
た
。

（5）



灘欝先は役場総務課歴鍵、韓嚢隷52際ぞすす．

　　1村議会議長会臨時総会
灘、

ξ藝斥餐1

　　　区画整理竣工記念碑の除幕式

　　　8月17日、役場前の原谷公園内で中央

硬第辻地区画整理組合の竣工記念碑の除
　　幕式が関係者多数出席し行われました。

　　　これは、町中心部の都市基盤の整備

　　を進めるために、土地区画整理事業に着

　　手すべく昭和55年9月に組合の設立認可

　　を得て、今日まで約12年余りにわたり、

　　区画整理事業を進めてきましたが、工事

　　なども終り、公園内に立派な記念碑が建

　　てられました。

副
会
長

　　　　　　羅動騨

杉田議長が全国町村議長会会長に

拳
作
り
の

　
欝
終
嚢

　7月28日、全国町村議員会館において　　　1

開かれた・全国町村議会議長会臨時総会　　　翻

において、満場一致で当町杉田彌平議長　1

が会長に選任されました。また同時に町　　　響

村議会議員共済会会長・働）全国町村議長

会館理事長に就任されました。　　　　　　麟翻

　議長会は全国2，572町村の議長で構成　武鱗
　　　　　　　　　　　　　　　　撚姦され、地方自治の振興発展と地方議会権
　　　　　　　　　　　　　　　　　能の充実に寄与することを目的としてお　i。蓬

ります。　　　　　　　　　　　　　　講灘

　　　　　　　　　　　　　　　　　簸
　　　　　　　　　　　　　　　　　織　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　螺麟擁
　　　　　　　　　　　　　　　　　覇

夏の交通事故防止運動

◎
、

灘
び
至
Ω

『
、
鶴
灘
響
塞
誕
縣
■
騰
懸
購

囁謹滋i器』』
髭、

麟，、

論醸

　7月20日から8月31日までの43日間、
　　　　　　　　　　　　　　　　　欝
夏の交通事故防止運動が実施されている

なかの8月10日、県道（熊谷・小川秩父

線）のセブンイレブン前の交差点で、交

通安全母の会、交通指導員、警察官の皆　縢

さんにより、交通事故防止街頭指導が行

われました。

　約1時間にわたり、啓発物の配布など

を行い交通事故防止をドライバーの皆さ

んに呼びかけました。

9
、 搬の獣灘隷 ＾諜鑓「・薦晦鰹P　ゴ旨「1’「「1ゴ1、定1簿

1　・　6　。11　・16　・21　・26 ㈲笠原設備工業所 36－3662
2　。　7　・12　・17　。22・27 ㈲　松　本　設　備 36－5177
3　・　8　・13・18・23　・28 ㈲加藤ポンプ店 36－0310
4　・　9　・14　・19　・24・29 ㈱　光　栄　建　設 36－1052
5　・10　・15　。20　。25　・30 ㈱　コ　バ　ヤ　シ 36－1206

水道の故障・修理は、

水道工事を施工した

指定工事店か、

当番の指定工事店へ

お願いしてください。



トピ嚇鰯醸繕 ．　謹β　灘逓離な誌題響ホ概撫饗毒鼻蕪鍛難講露慧蕪繹巻継灘騨

難
欝
π

　　繋　　懸

翻醐綴1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　江南中サッカーで初優勝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8月16日、浦和駒場競技場で県民総合

翅・・、灘、熱鱒、櫨騨1．一．1、濠江南中は・準決勝戦練松山東を2－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0で破り、決勝戦では浦和木崎を3－2

曜，猛．矯，羅，、幽　1麗騨蓉で下し、優勝の栄誉に輝きました．

　　　　　基本健康診査
・
、
翻
麟

一
、
⑨
　
　 基本健康診査が8月3日から11日まで

姻【鮮

糞継　の7日間、内容もさらに充実して、町の

lQ…保健センターで行われました。

瞳蟻　　本年も保健センターと各字を町の行政

　　バスが運行し、7日間で646名の皆さん

　　が受診しました。

　　　医学が進歩したとはいえ、病気、とくに

　　成人病予防には日頃からの健康管理が大

　　切です。これを機会に健康について、あ

　　らためて考えてみてください。

◎

人命救助の秋友さんに感謝状！

　6月29日（火）、南小学校一年生の児童が

帰宅の途中に大沼公園にあやまって傘を

落し、それをひろいあげようとして本人

も沼に落ち、ランドセルを浮き輪がわり

にしていたところ、大字押切の秋友範子

さんが、竹ざおを使って児童を引き寄せ

無事に救助しました。

　この功労により8月3日に熊谷警察署

大野署長より感謝状が贈られました。



藏
彦
「

　
　
　
胃
が
ん
は
治
る
病
気

◎
早
期
発
見
が
キ
メ
手

　
日
本
人
の
が
ん
の
特
色
は
胃
が
ん
が

圧
倒
的
に
多
く
、
男
女
と
も
が
ん
に
よ

る
死
亡
の
第
1
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

p
こ
れ
も
、
最
近
は
減
少
す
る
傾
向
が

み
ら
れ
ま
す
。
食
生
活
の
変
化
、
検
診

の
普
及
、
医
療
技
術
の
進
歩
に
よ
る
成

果
と
い
え
ま
す
。
検
診
で
発
見
さ
れ
る

胃
が
ん
の
う
ち
、
早
期
が
ん
が
多
く
進

行
が
ん
が
少
な
い
の
で
す
。

　
胃
の
痛
み
、
も
た
れ
、
更
に
吐
き
気
、

食
欲
が
な
い
、
体
が
だ
る
い
と
い
っ
た

症
状
が
あ
っ
て
病
院
で
発
見
さ
れ
る
場

合
、
進
行
が
ん
が
多
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
　
「
大
丈
夫
だ
か
ら
」
、
　
「
今
、
何

と
も
な
い
か
ら
」
で
な
く
、
キ
チ
ン
と

検
診
を
受
け
る
こ
と
が
、
胃
が
ん
を
治

す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
検
診
後
、
精
密
検
査
が
必
要
と
い
わ

れ
て
も
が
ん
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　
胃
潰
瘍
や
ポ
リ
ー
プ
、
胃
炎
等
を
み

つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
異
常
な

し
の
確
認
を
し
て
安
心
し
た
生
活
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
　
胃
を
守
る
食
習
慣
を

　
胃
が
ん
を
予
防
す
る
に
は
、
胃
に
負

担
の
か
か
ら
な
い
食
生
活
に
改
善
す
る

こ
と
で
す
。
食
塩
は
、
胃
壁
を
保
護
し

て
い
る
粘
膜
を
溶
か
す
作
用
が
あ
り
ま

す
。
高
塩
分
の
食
品
を
少
な
く
し
、
栄

養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
、
バ
ラ
エ
テ

ィ
に
富
ん
だ
食
事
内
容
に
す
る
こ
と
で

予
防
で
き
ま
す
。
牛
乳
、
緑
黄
色
野
菜

に
は
、
発
が
ん
を
抑
制
す
る
作
用
が
あ

り
ま
す
。
熱
過
ぎ
、
焦
げ
た
も
の
、
濃

い
酒
は
飲
ま
な
い
こ
と
、
タ
バ
コ
は
や

め
る
、
腹
八
分
等
食
生
活
習
慣
を
変
え

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

r3く｝

◎
胃
が
ん
検
診
を

　
　
　
　
　
受
け
ま
し
ょ
う

　
町
で
は
、
秋
季
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん

検
診
を
実
施
し
ま
す
。

・
対
象
者
　
四
〇
歳
以
上

　
　
　
　
　
（
七
月
～
十
二
月
生
れ
）

濠潔騰馨難鷲、鱗・講畿鰍鱗

熱灘韓膏驚鷲婆磯
逼「雛ii

1　　　伊

「9轍醗難
叢嫡、㌦阿〕…　　諮爺

舞脇南業灘
雪1こ「』旨　　・

　〃

　　・磯諮3巨凱

9麟鍵灘
、ll1鶴　　　　　　一』晦

羅讐・協　本薦i営

膏騰曇： 餐［ξ震

議
下
．
． h　　　編

魂攣セ・継
臣
．
讐

触舞叢、

，，講辮嚇

、「満髄毫i譜摺、

薦難　　　　1「雛

　　　　　　　　　　　　☆

　
昨
年
の
胃
が
ん
集
団
検
診
受
診
者
は

三
〇
七
名
で
発
見
者
は
ゼ
ロ
で
し
た
。

　
又
過
去
五
年
間
の
胃
が
ん
検
診
で
、

が
ん
発
見
者
は
二
名
で
し
た
。

●

　
七
月
二
十
六
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で

の
四
日
間
、
小
学
四
年
生
か
ら
六
年
生

を
対
象
に
親
子
卓
球
教
室
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
年
も
卓
球
愛
好
会
の
人
た
ち
の
指

導
に
よ
り
各
学
年
に
別
れ
て
練
習
を
行

い
ま
し
た
。
は
じ
め
は
、
う
ま
く
ボ
ー

ル
が
返
ら
な
か
っ
た
子
供
た
ち
も
最
終

日
に
は
、
ラ
リ
ー
が
続
く
ま
で
に
上
達

し
、
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
楽
し

い
教
室
に
な
り
ま
し
た
。

●

灘
　，轟

鐵

懸懸灘鰯灘臨麟灘鞍懸講麟灘灘灘鞭難i

江
南
山
の
会
か
ら
の

　
　
　
お
知
ら
せ

　
七
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
五
日
の
二

日
間
、
江
南
山
の
会
で
は
、
富
士
登
山

教
室
（
夜
行
日
帰
り
）
を
行
い
ま
し
た
。

た
。

　
当
日
は
、
三
十
名
が
参
加
し
中
型
バ

ス
に
よ
り
富
士
山
へ
行
き
ま
し
た
。
大

人
か
ら
子
供
ま
で
、
楽
し
く
登
山
を
行

い
充
実
し
た
教
室
に
な
り
ま
し
た
。

　
江
南
山
の
会
で
は
、
他
に
も
年
間
を

通
じ
て
色
々
な
活
動
（
ハ
イ
キ
ン
グ
、

ス
キ
ー
等
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
会
員
を
募
集
中
で
す
。
詳
し

く
は
、
江
南
山
の
会
事
務
局
へ

　
　
　
　
　
　
代
表
　
大
島
敬
治

　
　
　
　
　
麿
三
六
i
五
四
五
五

（8）



；3“

　権るさと

再発見

地
名
は
語
る

「
新
田
O
」

　
前
回
に
続
き
新
田
開
発
の
実
態
を
見

て
み
ま
し
ょ
う
。
県
内
の
代
表
的
な
新

田
開
発
は
、
江
戸
時
代
中
頃
幕
府
の
権

力
者
で
あ
り
、
川
越
藩
主
で
も
あ
っ
た

柳
沢
吉
保
の
指
揮
に
よ
り
実
行
さ
れ
た

三
富
新
田
開
発
が
あ
り
ま
す
。

　
三
富
新
田
は
現
在
の
三
芳
町
・
所
沢

市
仁
広
が
る
台
地
上
の
開
墾
で
す
。
こ

の
開
墾
地
割
は
、
今
で
も
大
き
な
変
更

は
無
く
耕
作
さ
れ
て
い
ま
す
。
整
然
と

し
た
道
路
・
耕
作
地
・
住
宅
・
山
林
の

配
置
と
区
画
は
、
本
来
の
地
形
・
風
土

を
損
う
こ
と
な
く
実
施
さ
れ
た
優
れ
た

都
市
計
画
・
土
地
改
良
事
業
と
い
え
ま

す
。
地
割
の
基
準
に
村
の
中
央
を
通
る

直
線
道
を
造
り
、
道
に
面
し
て
住
宅

を
並
べ
ま
す
。
一
軒
分
の
間
口
は
四
十

間
（
約
七
ニ
メ
ー
ト
ル
）
、
奥
行
は
三

七
五
間
（
約
六
七
五
メ
ー
ト
ル
）
の

短
冊
形
の
区
画
（
約
五
町
）
と
し
、
住

宅
の
背
後
を
耕
作
地
・
山
林
に
分
け
ま

し
た
。
耕
地
は
さ
ら
に
一
反
程
に
細
分

し
、
ほ
ぼ
二
～
三
町
の
広
さ
が
あ
っ
た
。

山
林
か
ら
は
肥
料
・
薪
・
牛
馬
の
飼
料

を
得
て
い
ま
し
た
。

　
詳
ら
か
に
三
富
の
例
を
記
し
ま
し
た
が
、

こ
の
よ
う
な
畑
地
を
中
心
と
し
た
開
墾

地
割
の
様
子
は
江
南
町
で
も
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
住
宅
や
耕
作
地
を
短
冊

形
に
配
置
し
、
新
田
の
地
名
を
持
つ
場

●第35話

所
と
い
え
ば
気
づ
か
れ
る
方
も
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
須
賀
広
「
新
田
・
新
田

裏
」
の
一
帯
が
そ
う
で
す
。

　
こ
の
新
田
開
発
地
は
、
大
沼
の
東
側

台
地
に
広
が
り
北
は
中
沼
、
東
は
伝
兵

衛
沼
ま
で
続
く
よ
う
で
す
。
こ
の
地
域

を
地
籍
図
や
航
空
写
真
で
見
る
と
明
ら

か
な
開
墾
地
割
を
確
認
で
き
ま
す
。
道

路
に
面
し
て
耕
地
・
宅
地
・
屋
敷
森
・

耕
地
と
順
次
北
へ
配
置
し
、
そ
の
区
画

が
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
及
ん
で
い
ま
す
。

基
本
的
な
地
割
は
や
は
り
短
冊
形
で
、

町
内
で
最
も
良
く
残
る
典
型

的
な
新
田
開
発
の
場
所
で
す
。

耕
地
や
屋
敷
地
等
の
配
置
は
細

部
で
異
り
ま
す
が
、
三
富
と
同

様
の
開
墾
地
割
を
し
て
い
ま
す
。

旧
須
賀
広
村
は
「
本
田
・
宮
内
・

宮
脇
」
等
の
地
名
場
所
の
よ
う

に
和
田
川
に
面
し
た
地
域
よ
り

開
墾
が
進
み
、
順
次
台
地
の
奥

へ
向
け
て
開
墾
に
着
手
さ
れ
た

こ
と
が
地
名
か
ら
推
測
で
き
ま

す
。
お
そ
ら
く
開
墾
の
裏
付
と

な
る
文
書
資
料
も
残
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に

は
、
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）

に
「
神
尾
若
狭
守
が
須
賀
広
村

持
添
新
田
を
検
地
」
し
て
い
る

の
で
、
前
述
の
新
田
一
帯
の
こ
と
が
こ

の
記
事
に
該
当
し
、
江
戸
時
代
中
頃
ま

で
に
新
田
開
発
が
終
了
し
た
と
推
測
さ

れ
ま
す
。
三
富
新
田
は
こ
れ
よ
り
五
十

年
以
前
に
開
墾
を
完
了
さ
せ
て
お
り
、

事
前
に
須
賀
広
村
よ
り
視
察
に
行
っ
て

い
る
こ
と
も
想
像
さ
れ
ま
す
。
柳
沢
吉

保
の
家
系
は
甲
斐
武
川
衆
の
出
身
と
い

わ
れ
、
江
戸
時
代
初
頭
の
江
南
地
方
に

多
く
土
着
し
た
人
々
と
一
党
を
成
し
て

い
ま
し
た
。
後
の
両
者
を
結
び
つ
け
る

証
拠
は
見
当
り
ま
せ
ん
が
、
新
田
開
発

に
当
っ
て
は
広
く
他
地
域
を
見
分
し
、

そ
の
良
い
例
を
模
範
と
し
事
業
を
興
し

た
と
し
て
も
、
そ
の
機
会
に
意
外
の
人

の
結
び
つ
き
を
考
え
て
も
不
思
議
で
は

な
い
よ
う
で
す
。

●

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
　
大
会
の
お
知
ら
せ

　
第
六
回
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
が
九
月
十
八
日
、
運
動
公
園
で
夜
間

照
明
を
使
用
し
て
ナ
イ
タ
ー
で
大
会
が

行
わ
れ
ま
す
。

　
初
秋
の
夜
の
ひ
と
と
き
を
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
を
通
し
て
楽
し
く
過
ご
し

ま
せ
ん
か
。

　
町
民
の
み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

主
　
催

期
　
日

江
南
町
体
育
協
会

江
南
町
教
育
委
員
会

九
月
十
八
日
（
土
）

受
　
　
付
・
午
後
六
時
～

競
技
開
始
・
午
後
六
時
半
～

種場

目所

参
加
費

表
彰

申
込
み

江
南
町
運
動
公
園

O
個
人
戦
（
十
六
ホ
ー
ル
）

　
●
一
般
男
子
の
部

　
●
一
般
女
子
の
部

○
団
体
戦
（
十
六
ホ
ー
ル
）

　
●
六
名
で
一
チ
ー
ム
を
編

　
　
成
し
出
場
す
る
。
　
（
個

　
　
人
戦
の
ス
コ
ア
と
し
て

　
　
も
有
効
）

無
　
料

各
部
と
も
三
位
ま
で
表
彰

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞

九
月
十
三
日
（
月
）
ま
で
に

教
育
委
員
会
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
　
（
定
員
一
〇
〇

名
に
な
り
次
第
し
め
き
り
ま

す
。
）

（9）



．、情報パッワ

場所埼玉県立深谷青年の家
定員各20～30名、先着順
　　　　9月14日（火）午後7後より

　　　　9月19日（日）午後5時まで

　　　教材費を添えて、直接青年

　　　の家へ
問合せ　深谷青年の家　a71－7548

圏圏圃圃
　暴力団に関する

　　　　無料法律相談

　　　暴力団問題に明るい弁護士、警察

　　官及び暴力追放相談委員が協力し、

　　それぞれ専門的立場から相談を受け

　　ます。料金は無料ですし、もちろん

　　個人の秘密はお守りします。

　　日時10月6日（水）午後1時から午

　　　　　　後4時まで
　　場所パストラル熊谷3階会議室
●　　内　容　暴力団が関係する民事・刑

　　　　　　事問題一切

　　問合せ　財埼玉県暴力追放・薬物乱

　　　　　　用防止センター

　　　　　　盈048－834－2140
　　　　　　警察本部暴力団対策一課

　　　　　　費048－832－Ol10

子どもと家庭電話相談

　県中央児童相談所では、「子どもと

家庭電話相談」を行っています。相

談の秘密は固く守られますので、お

気軽にご相談ください。なお、子ど

も本人からの相談も受けています。

時間午前9時から午後9時まで

　　　雪048－775－4152
内　容　　（0歳～18歳未満）

　　　・子どもの発達について

　　　・子どもの性格行動について

　　　・登園・登校しぶりについて・

　　　・家庭での養育について

圏　回　囮
国民年金保険料を

　　　納めましょう

　農業・商業・自由業などの第1号

被保険者は、自分で保険料を納める

ことになっています。

◆免除期間の保険料も納付を

　免除を受けた期間の保険料は、10

年前までさかのぼって納付すること

（追納）ができますので、必ず追納

するようにしましょう。

◆過去の未納保険料も納付を

　平成5年3月までの保険料が未納
になっている人には、社会保険事務

所から納付書が送られますので、金
　　　　　　　　　　　　　　融機関や郵便局などで納めてくださ

い。2年を経過すると時効で納めら

れなくなります。

平成5年

　住宅統計調査にご協力を

　住宅統計調査は、　ミ住宅の国勢調

査モともいわれる我が国の最も基本

的な統計調査の一つで、昭和23年以

来5年ごとに実施されています。こ

の調査は、住宅の種類、広さ、住宅

設備の状況や世帯の居住状況などを

調査します。

　調査は、10月1日現在で町内182

世帯を対象に行われます。調査対象

となるお宅には、9月23日から知事

が任命した調査員が調査票を持って

訪問しますので、ご協力をお願いし
ます。

　（調査内容は、法律によって「統

計」以外にはその使用が堅く禁じら

れていますのでご安心を。）

問合せ　企画課統計係　内線221

パーソン・トリップ調査

　　県では、10月から11月にかけて、

　人（パーソン）の動き（トリップ）

　に関する大規模な交通実態調査を実

　施します。

　　この調査は、人の動きに着目し道

　路、鉄道、バスなど都市交通の利用

　実態を正確に捉え、将来の総合的な

　町づくりに生かすため、建設省が中

　心となって、一都四県が共同で東京

　50キロメートル圏域を対象に実施す

。るものです。

　　調査の方法は、300世帯に1世帯
　の割合で対象となる家庭を選び5歳

　以上の人に期間中のある1日につい
　て、　「いつ、どこで、どのような目

　的で、どのような交通機関を、どの

　ように利用したか」をお聞きします。

　　選ばれた家庭には、前もってはが

　きで連絡のうえ、調査員が調査票を

　配布し、後で回収にうかがいますの

　でご協力をお願いします。

　問合せ　建設課　内線251
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／蒙
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蟻
馨

譲

肇

圏 騒璽翻
農林学級（9月）

照ン轍［覇灘
譲，1 、．灘蒙 繋難

11日（土） 木工型抜き 午前10時

11日（土〉 木工型抜き 午後1時30分

12巴日） 木工テイッシュ

ケース 午前10時

16日（杓 手打ちそば 午前10時

18日（土） 木工飾り椅子 午前10時

（～19日まで）

19日（日〉 サツマイモ収穫 午後1時30分

22日（お まんじゅうづく 午前10時

り

26日（日） 木工工作室開放 午前10時

26日（日） サツマイモ収穫 午後1時30分

28日（火） キノコ採りのポ 午後1時30分

イント

　
　
　
　

　
所
　
月

　
務
　

9

　
事
　

（

騨
髄

料
公
一
芸

　
林
8
3
園

無
農
費
き

用
せ
花

臨

華……灘麟…灘i繕、、 β

7日㈹

8日（水）

21日（火）

28日（火）

ユキワリソウを楽し

む
植
木 の芽接ぎを楽し

む
秋の園芸を楽しむ

キノコ採りのポイン

ト

　500円

1，000円

1，000円

無　　料

※時間は、午後1時30分

対象一般県民
受　付　毎月1日午前8時30分から

　　　行います。

七
月
中
届
出
　
　
年
齢

　
青
木
蓼
た
　
94
歳

　
鈴
木
　
み
ね
　
7
3
歳

　
網
野
丈
夫
　
6
8
歳

　
笠
原
廣
治
　
8
7
歳

野樋樋押敬
　　　　　称
　　　　　略
原春春切）

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

問合せ　大里郡川本町本由5768－1

　　　埼玉県農林公園内・植物振

　　　興センター内　費83－2841

　　文化講演会の開催

　町人材育成推進協議会主催による

文化講演会を開催いたします。著名

な作家お二人を迎えての講演会とな

りますので、多数の皆さんのご参加

をお願いします。

日　時　9月5日（日）午後1時開場

会場勤労センター講習室
講　演　　「野麦峠を越えた娘たちは

　　　12歳だっな」
　　　山本　蔑管先生（作家）

　　　　「この生きにくい現代をど

　　　う生きるか」
　　　河野　　まぎ先生（作家）

講師のプロフィール

☆山本茂實氏…「あ・野麦峠」の原

作でしられる庶民派の作家。他に「日

本青年は健在だった。」　「生き抜く

悩み」など多数あります。

☆河野　實氏…自らの体験から出版

した「愛と死をみつめて～ある純愛

の記録」は、大ベストセラーとなっ

たほか、唄や映画になりました。

　　　パソコン講座

日時9月28日（火）、29日（水）、30日

　　　（木〉のうぢいずれか1日。

　　　午前9時30分～午後4時30

　　　分
対象パソコンを勉強したい人
場所熊谷福祉センター
定員各回10名

申込み　9月17日（斜午前9時から電

　　　話で受付け　費21－5421
受講料　5，150円（消費税含む）

問合せ　熊谷福祉センター

　　　雪21－5421

　痴呆性老人介護講習会

　痴呆性老人（ボケ）をかかえる家

族を対象に介護講習会を開催します。

　ボケとはいかなるものか、またそ

の介護はどうすべきかを皆で学んで

みませんか！

日時9月22日（水）

　　　午後1時30分～3時30分
場所町勤労福祉センター
問合せ　保健課　内線311

麟灘圏翻
深谷青年の家

　　青年スクール生募集

日時9月28日㈹～3月10日（木）

　　　午後7時～午後9時
対象18歳～35歳の県内在住在勤
　　　者（高校生は除く）

内　容・火曜コース

　　　書道、茶道、陶芸、バドミ

　　　ントン
　　・水曜コース
　　　初級英会話、華道、調理1、

　　　七宝焼
　　・金曜コース

　　　調理H、着つけ、ハーブ＆
　　　ポプリ、卓球
費　用　受講料は無料（教材費実費）
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誕
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井
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吉
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平成5年　救急出動状況

救急出動状況 7　月 累　計

交　　　　　　　通 8件 36件

一　　般　　負　傷 0件 7件

急　　　　　　　病 5件 82件

そ　　　の　　　他 1件 13件

合　　　　　　計 14件 138件
111）



丸山者含ちやん
　平成4年12月2日生

　丸山昭仁・幸子さんの

長女（8ヵ月）塩
　毎日歩行器に乗って、お

もちゃをふり回し、元気に

遊んでいます。

　これからも元気で優しい

子に育ってほしいです。

　　　　　　　しょう

加藤　翔ちゃん
　平成4年11月10月生

　加藤正美・幸子さんの

長男（9カ月）　　千　代

　おふろが大好きな男の子

です。

　元気で、やさしい子に育

ってほしいです。

　　　　　みづ　　き
小　林　瑞　希ちゃん

　平成4年9月6日生
　小林孝志・知江美さんの

長女（11カ月）　　小江川

　ちょっとおすまし、でも

いっもは、元気いっぱい我

が家の人気者！

　健やかで、優しい子にな

ってね。

　　　　まさ　　え
堀　　雅恵ちゃん
　平成4年11月12日生

　堀順一・薫さんの

長女（9ヵ月〉　押切
　食欲おうせい、気分は最

高！

　ベビー・カーで散歩が一番

かな。好きなくだものは巨

峰。まだまだあるヨ。
●

我
が
家
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生
産
物
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使
っ
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自
慢
料
理
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個
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二
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…
…
：
％
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一
個
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四
枚

：
大
さ
じ
一
杯

：
大
さ
じ
四
杯

：
小
さ
じ
一
杯

コ
シ
ョ
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…
…
…
…
・
…
…
・
少
々

卵
…
…
…
…
・
…
…
・
・
…
…
…
…
…
二
個

▼
作
り
方

①
カ
ボ
チ
ャ
は
上
部
を
三
分
の
一
ほ
ど

　
切
り
、
種
を
ス
プ
ー
ン
で
く
り
抜
く
。

②
豆
腐
は
布
巾
で
包
み
、
ま
な
板
に
は

　
さ
ん
で
水
切
り
を
す
る
。
赤
ピ
ー
マ

　
ン
は
ヘ
タ
と
種
を
取
り
、
玉
ね
ぎ
、

　
し
い
た
け
も
み
じ
ん
切
り
に
す
る
。

③
フ
ラ
イ
パ
ン
に
バ
タ
ー
大
さ
じ
二
分

　
の
一
を
溶
か
し
②
の
野
菜
を
妙
め
る
。

　
そ
こ
へ
豆
腐
を
手
で
つ
ぶ
し
な
が
ら

　
加
え
、
パ
ン
粉
大
さ
じ
二
杯
、
塩
、

　
こ
し
ょ
う
で
昧
を
と
と
の
え
る
。
火

　
を
止
め
て
か
ら
溶
き
卵
を
加
え
、
粘

　
り
が
出
る
ま
で
よ
く
混
ぜ
る
。

④
③
を
①
の
カ
ボ
チ
ャ
の
中
に
詰
め
、

　
上
の
残
り
の
バ
タ
ー
を
の
せ
、
パ
ン

　
粉
を
ふ
り
か
け
百
八
十
度
の
オ
ー
ブ

　
ン
で
三
十
分
ほ
ど
焼
く
。

●

　
私
た
ち
の
身
の
回
り
の
に
お
い
に
は
、

自
然
の
有
機
物
か
ら
発
生
す
る
も
の
だ

け
で
も
約
四
十
万
種
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
う
え
に
、
人
間
の
手
に
よ
っ

て
作
り
出
さ
れ
る
香
り
や
悪
臭
が
加
わ

り
、
そ
の
数
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
ん
な
中
で
、
「
に
お
い
の
分
か
ら
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ゅ
う
か
く

く
な
る
」
と
い
う
い
わ
ゆ
る
嗅
覚
異
常

の
人
が
最
近
増
え
て
い
る
と
か
。
欧
米

人
に
比
べ
て
、
日
本
人
に
は
元
来
嗅
覚

異
常
が
多
い
の
で
す
が
（
こ
れ
は
鼻
の

高
さ
が
関
係
し
て
い
る
と
か
…
）
、
半
分

以
上
は
慢
性
的
な
鼻
の
病
気
が
原
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
鼻
の
病
気
に
よ
る
嗅
覚
異
常
は
、
適

切
な
治
療
を
受
け
れ
ば
治
り
ま
す
か
ら
、

早
め
に
専
門
医
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
嗅
覚
は
順
応
性
が
強
く
、
条
件
づ
け

さ
れ
や
す
い
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い

ま
す
。
不
快
な
に
お
い
で
も
、
か
ぎ
続

け
て
い
る
と
気
に
な
ら
な
く
な
る
の
も

そ
の
た
め
。
悪
臭
の
場
合
、
こ
の
慣
れ

は
救
い
で
も
あ
る
の
で
す
が
、
半
面
、

嗅
覚
を
鈍
ら
せ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　
嗅
覚
異
常
を
防
ぐ
た
め
に
、
日
常
生

活
で
は
身
の
回
り
を
清
潔
に
保
つ
、
換

気
を
心
が
け
る
、
あ
ま
り
に
強
烈
な
に

お
い
、
香
り
は
避
け
る
な
ど
が
大
切
で

す
。
ふ
く
い
く
と
し
た
花
の
か
す
か
な

香
り
が
、
い
つ
も
楽
し
め
る
よ
う
で
あ

り
た
い
も
の
で
す
。




